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論　　文　　の　　要　　旨
　主論文ではヨ非線型非平衡の統計力学の対象としてう近年注目を集めている化学反応の一種であ
るベルーゾフ1ザボチンスキー反応（B－Z反応）を、平衡系の相転移との類似性を明かにするこ
とによりラくりこみ群の手法を用いて研究している。B－Z反応に於ては，系の中問生成物の濃度
の時問的振動いわゆる化学振動や空問的な波動いわゆる化学波動の現象等が知られているが，ここ
では特に化学振動の発生，すなわちH肌d　Mode不安定性に関して事統計的“ゆらぎ”の非線型効果
をテーマにしている。
　論文では、先づHard　Mode不安定性のみ発生し得る2変数モデルを導入し，相転移の理論で発展
させられたウィルソンの“くりこみ群”の方法によって解析を行い，臨界指数が求められている。
その結果はヨこのモデルでの非線型項はヨいわゆる相転移に於ける2成分φ4time　dpendent　Gintzburg一
一Landauモデル（φ4－TDG　L）のそれと異っているにもかかわらずヨ求められた臨界指数は一致し
ている。
　次に。B－Z反応のモデルとしてヲ多くの研究の対象となっているヨブラッセル大学のプリゴジ
ン達が提案した雪いわゆる“ブラッセレーター”を取り上げている。このモデルは空問構造の発生。
すなわちSoftMode不安定性も起し得るが，ここでのテーマはHardModeに限り，始めの簡単なモ
デルで確立した“くりこみ群”の手法を適用している。このモデルでは，2次ヨ3次の非線型項が
現われるが，相転移の場合と異ってラ臨界指数に関する限りラ簡単なモデルの場合と同様に2成分
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φLT　DG　Lの臨界指数と一致することが示されている。
審　　査　　の　　要　　旨
　近年，非線型ラ非平衡系の問題として害化学反応系、流体系ラ生物系等での種々の不安定性が注
目されている。特にヨこの数年の問ラこれ等の不安定性をヨ2次相転移と関連させる事により盛ん
に研究されている。しかしこれ等の研究は、Soft　Mode不安性に関するものである。本論文の第1
の成果はラ2成分時問発展方程式で表わせられるHardMode不安定性の場合も，2次相転移との類
似が成立する事を示し。臨界指数を求めた事である。
　又、方法論として見ると“くりこみ群”の方法が。非線型、非平衡に於ても広く適用できる事を
示した点でも評価出来る。この論文での“くりこみ”の操作はヨ対応する積分方程式での中で行わ
れ，発散に寄与しない“ゆらぎ”の現われる場合へ広く応用され得るものとして有用な方法である。
　更にこの論文で導入した簡単なモデノレはラHardMordに関連する研究に有用なものとして位置づ
けられる。
　よってう著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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